
プレママから、子育て、高齢者の健康を守り、
病後も美味しい食と、楽しい運動で“笑顔のあふれる”社会をめざす

乳児
こども

プレママ

出産 子育て

高齢者

美味しく食べて
楽しく運動する

行動が変わる
正しい知識を
楽しく学ぶ

自分の健康度を
ものさしで測る

少子化 低出生率, 低出生体重児の増加を解消
妊娠前の女性（プレママ）から子育て育児のしくみを提供

食と運動の融合
個人個人に最適で, おいしい食, 楽しく継続できる運動の提供
高齢者が健康維持できる, 食と運動の提供

※北海道大学COI「食と健康の達人」拠点
北海道大学を中心とするプロジェクトに自治体として唯一参画し、大学（北海道大学、筑波大学、北里大学）や30社を超える企業・

機関とともに「女性や子供、高齢者にやさしい社会」の実現を目指し、妊産婦や市内医院等の協力による各種コホート研究をはじめ
スマートフォン等を用いた子育てサポート機能の開発、農産物を用いた健康食の開発など様々な取組みを展開中。

COI（Center of Innovation）：文部科学省・科学技術振興機構（JST）による新たなイノベーションを作り出す施策

全国初認定
健康経営都市宣言

（2016年（平成28年）6月27日）

14.「食・健康」施策 ～COI、健康ｺﾐｭﾆﾃｨ～



腸、日常から母子の状態を確認
●母子の健康を守る

ひとりひとりに最適な
食・運動・サービスを理解し選択
●でかけたくなる場所、コトをつくり、

元気なまちを実現
●家とまちを「つなぐ」

母子、家族が
健康で安心して暮らせる社会

（健康経営都市）

母子の健康
（“げんきの源“を発見）

市民と自治体が健康データを共有
●じぶんの健康に気づき

「じぶんごと」で行動

行動が変わる
（“げんきの共感“発見）

げんきなまち
（“げんきの素・コンテンツ”発見）

15.「食・健康」施策～ 健康ｺﾐｭﾆﾃｨのｺﾝｾﾌﾟﾄ～ 低出生体重児比率
2014年:11.0% 15年:10.4%
⇒2016年:8.7%、 17年:7.8%へ改善傾向



志文児童館

中央小

健康ｾﾝﾀｰ

市立病院

上幌向中

第２小豊中 幌向小

幌向ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

光陵中

緑陵高

美園小

清園中
志文小

ﾃﾚﾜｰｸｾﾝﾀｰ ﾒｰﾌﾟﾙ小

朝日ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

消防本部

岩見沢小

東小

東光中

明成中

日の出小

北真小緑中第１小

南小

市役所

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

市民会館

総合体育館

高齢者福祉ｾﾝﾀｰ

市立図書館

道路管理事務所

婦人会館

岩見沢～札幌 延長 約５０ｋｍ

子育て支援ｾﾝﾀｰ

保健ｾﾝﾀｰ
● 光接続施設

FWA AP（5GHz)

Free WiFi

ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ

高等看護学校

稲穂児童館

利根別児童館

ｲﾍﾞﾝﾄ広場

北村小 保育所 北村中 北村支所 農業技術 学校給食 消防 高齢者

室内公園

郷土科学館

美流渡支所

ﾒｰﾌﾟﾙﾛｯｼﾞ

旧美流渡小 旧美流渡中

栗沢支所

栗沢病院

教育ｾﾝﾀｰ

来夢21

栗沢小 栗沢中

消防

新産業支援ｾﾝﾀｰ上位ISP

上位ISP

自治体ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ

野外音楽堂

ITﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ

鉄北児童館

幌向児童館
上幌向児童館

有明ﾌﾟﾗｻﾞ

北真児童館

中央児童館

東栄児童館

美園児童館

春日児童館

伝送速度、方式
1Gbps/Ethernet

接続数
市内105施設

総延長
市内：約 150㎞、市外：約 50㎞

ＦＷＡサービス(5GHz)及びBWAサービス用AP
25か所（デバイド解消）

Free WiFi
市内5か所

北海道大学

日の出児童館

防災無線
送信塔

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

であえーる

16.ICT基盤～市内ﾈｯﾄﾜｰｸ～

主要公共施設、医療福祉施設、
文教施設等を接続

海洋ｾﾝﾀｰ



有線（光ファイバ）無線（5GHz帯FWA）併用による公設民営型アクセスサービス開始
⇒ デジタルデバイド・ゼロを実現(平成21年度～)

旧岩見沢市

旧北村

旧栗沢町

2005（平成18年）年度当初（Before）

FTTHｻｰﾋﾞｽ提供ｴﾘｱ

xDSLｻｰﾋﾞｽ提供ｴﾘｱ

条件不利地域

FTTH及びxDSLによるカバー率
・世帯率

93.37%(38,889世帯／41,651世帯)
・エリア（面積）率

24.44%(117.56k㎡／481.10k㎡)
36.88%(117.56k㎡／318.80k㎡ 可住地)

FTTHｻｰﾋﾞｽ提供ｴﾘｱ

xDSLｻｰﾋﾞｽ提供ｴﾘｱ

無線ｱｸｾｽ提供ｴﾘｱ

世帯カバー率
FTTH及びxDSL ： 93.46%(39,476世帯/42,234世帯)
無線ｱｸｾｽ方式： 5.54%(2,758世帯/42,234世帯）

１００．００％

※世帯数は平成21年12月末現在

５ＧＨｚ帯無線ｱｸｾｽ(22箇所)

2009（平成21年）年度（after）

17.ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策 ～FWA～

センター（コア施設） 中継局（光⇔無線親局） 利用者（無線子局）

キャリア

有線 無線

家庭でのインタ
ネット接続環境



コア設備
（EPC）

自営光
ファイバ

基地局

スマート農業・農業ＩｏＴ
スマートフォン・タブレット等のモバ
イル端末向けインターネットサービス

2.5GHz帯

無人自動走行の
映像監視

戸建て・集合住宅向け
インターネットサービス

基地局 2.5GHz帯 基地局 2.5GHz帯

屋外CPE、
屋内ルータ等

基地局 2.5GHz帯 基地局 2.5GHz帯 基地局 2.5GHz帯

センター施設

河川、排水路、
樋門監視

排水機場監視

現況
・スマート農業の進展に伴う農地でのブロードバンド利用ニーズの高まり

・スマートフォンやタブレット等の普及による利用シーン拡大

対応

・地域BWA（地域広帯域移動無線アクセスシステム）導入による新たなICT環境形成

地域ＢＷＡネットワーク構築によるサービスの全体イメージ

土砂崩れ監視

健康、医療、介護、生活支援や介護
予防など健康経営に関するサービス

住民・民間・行政との間における新たな
コミュニケーションサービス 防災・除排雪

セルフケアアプリ

※１ 地域BWA（Broadband Wireless Access）＜地域広帯域移動無線
アクセスシステム＞は、2.5GHz帯の周波数の電波を使用し、地域の
公共サービスの向上やデジタル・ディバイド（条件不利地域）の解
消等、地域の公共の福祉の増進に寄与することを目的とした電気通
信業務用の無線システム。

地域BWA伝送速度

下り最大約110Mbps、上り最大約10Mbps

自動給排水装置

ゲリラ豪雨

18.ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策 ～地域BWA～
固定サービス（FWA）から
移動サービス（BWA）へ拡充



スマート・アグリシティ構築による地域社会の持続性確保
●地域特性であるICT環境を使い倒す
●業務プロセスの効率化のみを目的とせず、行政内部や地域との横断的活用（共創）を視野に
●あくまでも「市民が使いやすい」環境で

AIやRPA、ロボティクスを利用した

新たな業務環境
ビックデータ利用、IoT、５G等を利用した

新たな市民利用環境

スマート自治体の具体化による

スマート・アグリシティ実現

施策ポイント

※「産学官連携」や「新しい公共」環境を構築

19.地域イノベーション ～スマート・アグリシティコンセプト～



次世代地域ネットワーク

高度情報処理技術
(映像データ処理・音声処理

各種AI)

AI基盤
(スマートイノベーションラボ,

通信ビル)

地場
ベンチャー

北大･岩見沢市との産官学連携やステークホルダとの共創により
スマート農業の課題解決･農業を軸としたスマート・アグリシティを目指す

(5G等最先端の通信を利用シーンに応じて
最適な形でインテグレーション、将来はIOWN)

サポート
(遠隔監視･オンサイト)

光
アクセス

無線
アクセス

高精度測位配信
(クラウドGNSS)

先進
農業者

農機
メーカー

岩見沢市地方創生

20.地域イノベーションを目指す産学官連携

https://1.bp.blogspot.com/-oQ1zTmrqEgE/U2LukcNv3mI/AAAAAAAAfss/ZlFfRxPhFqA/s800/tractor.png


北海道新聞（2019年6月29日）

農機新聞（2019年6月29日）

日本経済新聞（2019年6月29日）

このほか、日本農業新聞や朝日新聞等にて記事掲載されたほか、NHKなどにてニュースとして取り上げられたもの



ΞΞ
 

ΞΞ

BWA基地局 5G基地局

ターン農道

無人走行監視センター

常時:スマート農機監視
不時:石狩川/遊水地内監視

監視カメラ

GNSS及びみちびき（準天頂衛星システム）

●気象・環境データ
●生育・収量・品質データ
●流通・加工情報
●輸出関連情報
●販売・市況・消費情報

光ファイバの利活用

川

RTK補正用基地局

自動給排水装置

自動運転田植機

自動操舵
無人マルチ

ロボットトラクタ

自動給排水装置

ドローン（農薬散布＆
リモートセンシング）

ロボットコンバイン

無人運搬車

乾燥施設等

21.スマート・アグリシティの環境イメージ



事業実施主体 岩見沢市スマート定住促進協議会（岩見沢市、JAいわみざわ、空知信用金庫、北海道大学 他）

実施地域 岩見沢市内（北村地域）

事業概要

課題
農業就業者数や農家戸数の減少、高齢化が進展する現状において、地域農業の持続性確保に向け、農業の成長産
業化や農村地域の生活環境の改善等が喫緊の課題となっている。

取組内容
地域特性である「ICT環境」の活用のもと、農村地域が抱える課題対応に向け産学官金連携により実証。
・ネットワーク環境（デジタル・デバイド対策 等々）

・生活環境（デマンドタクシーなど移動サービス、Webオーダー・キャッシュレス決済等による買い物サービス、ヘルスケア、

防災及び災害時対応機能 等々）

・経済環境（スマート農業実装、農産物付加価値形成、在宅就業 等々）

●スマート農業の推進

自営光ファイバ網やRTK基地局など地域ICT基盤を
用いたスマート農業を推進

●持続性確保に向けた取組み

圃場の基盤整備はもとより、新規就農・農業後継
者育成支援や多面的活動組織の広域化など、人材
確保と地域資源の保全を推進

農業の成長産業化

自動給水
アシスト（自動操舵）/、
ロボットトラクターの実装

各種圃場データ

ロボットトラクターの遠隔監視

無線（5G/BWA等）

自動給水装置

■買い物サービス
Webオーダー
キャッシュレス決

済

■ヘルスケア

■移動サービス
デマンドタクシー

■テレワーク（在宅就業）

■スマート農業

ネットワーク環境
（有線/無線活用等）

生活環境
（買い物・移動・健康・安全安心等）

経済環境
（スマート農業、テレワーク等）

岩見沢市が進めるＩＣＴ施策（基盤整備、利活用機能等）を
活用し効率的に実証を推進

農地維持活動

■防災・安全安心

22.スマート定住 ～産業と生活を網羅～



新公共をめざす：自助、共助、そして“新しい公助”のあるまち

公助
（自治体）

共助
自助

新公助共助

自助

官民学

セルフケア

コミュニティ

2015 2016 2017 2018 2020
2021
以降

Phase1：課題共有 Phase2：仮説、実証開始 Phase3：実装

自助（セルフケア）
共助（コミュニティ）

新公助（産学官金保融合）

・公助依存社会
・超少子高齢
・医療費増大
・共助衰退

等々

新公共

課題、対応策共有
・少子化、低出生体重、高齢社会
・集まる場の構築、市民交流
・地方創生、女性の活躍

市・大学・企業の融合事業
・母子健康調査
・みまもり
・エミプラスラボ、地元連携

AMED IoT等活用
行動変容研究事業

23.まとめ ～まちのイノベーション～

2019



持続性を担保できる地域を目指し
「日常インフラの整備」と「災害非常時」をバックアップできるコミュニティ環境を構築

無線/有線の複合環境構築
・地域BWA網整備
・５G環境の地域先行実装
・クラウドデータセンター強化

i-SSC

人生100年
健康・生きがい

ある社会

非常時にも
安心して

暮らせる社会

笑顔あふれる
“まち”と“暮らし”

基盤
（農・食・健康・エネルギー）

持続エネルギーICT/AI基盤強化 超スマート農業・食 ヘルスケア・医療

ICT
光

食スマート

農業
健康
ケア

防災・新エコノミー
（非常時・余剰資源活用・シェア）

デジタルイノベーション
(AI、IoT、ビッグデータ）

少子・高齢化
（低出生体重児・人生100年）

限りある資源・SDGs
（自然、食・水、土地）

イノベーション

自立型電力供給
・高効率太陽光発電
・マイクログリット
・バイオマス
・ＥＶ車活用防災システム

スマート農業･食産業
・ロボット技術
・衛星/ドローンセンシング
・AI解析による最適化
・スマート保存、乾燥、流通
・育苗、果樹苗生産（ぶどう等）

健康コミュニティ
・コミュニケーション
・ヘルスケア（健康予報）
・医療情報（病診連携、診療報酬審査）

・移送（デマンドタクシー等）
・認証（ブロックチェーン）
・手続/域内販売（マイナンバー）

健康経営都市
（生活の質向上）

研究開発都市
（医・食・住（自然））地方創生都市

（新産業・サービス）
安心・安全都市

（日常・非常・災害時）

i-LABO
i-SHOKUi-DENKI

i-KURASHI

新しい社会・環境ニーズ・シーズ

目指す基盤構築

24.まとめ ～イノベーションコンセプト～



企業

研究所

大学
解析・分析

制御・アルゴリズム

情報集約
気候・環境
土・微生物
ロボット情報

～Scienceエリア
～

３つのエリア＋集う（パブリック）で展開されるオープンイノベーションの場

i-FMI(iwamizawa Food&Medical Innovation）

市民・企業・研究者がオープンに交流し、
地域を訪れる人々と交歓する場として展開の創出

創出する見る

研究・開発

集う

育種・生育
発酵・醸造施設

試験加工
ハード・ソフト

学ぶ
楽しむ・交流

食べる

i-FMI

つなぐ
（ゲートウェイ）

市民の健康生活をまもる 市民の健康生活をつくる

市立病院や診療所など医療機関 健康ひろば・地域福祉拠点施設など

25.まとめ ～具体化に向けて～

FMI（北海道大学COI）と協調
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